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盲盲
ろろ
うう
者者
通通
訳訳
・・
介介
助助
員員
養養
成成
講講
座座
開開
催催

〜
新
た
に
二
十
九
名
の
通
訳
・
介
助
員
が
誕
生
〜

【
社
団
法
人
北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
（
会
長

赤
坂
勝
）
は
二

月
十
日
（
金
）
か
ら
十
二
日
（
日
）
の
三
日
間
、
札
幌
の
道
民
活
動
セ
ン

タ
ー
ビ
ル
で
盲
ろ
う
者
通
訳
・
介
助
員
養
成
講
座
を
札
幌
盲
ろ
う
者
福
祉

協
会
の
全
面
協
力
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
講
座
は
、
北
海
道
か
ら
の
受
託
事
業
（
盲
ろ
う
者
通
訳
・
介
助
員

派
遣
事
業
）
と
し
て
実
施
し
て
お
り
、
盲
ろ
う
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
手
段
と
移
動
介
助
の
知
識
・
技
術
等
の
講
習
を
行
う
こ
と
に
よ
り
「
通

訳
・
介
助
員
」
を
養
成
し
て
い
ま
す
。】

概
略
は
次
の
通
り
。

三
年
目
と
な
る
本
年
度
は
、
札
幌

市
を
初
め
と
し
て
全
道
各
地
か
ら
五

十
名
近
く
申
し
込
み
が
あ
り
会
場
の

都
合
も
あ
り
、厳
正
な
選
考
の
結
果
、

聴
覚
障
害
の
方
四
名
を
含
め
、
三
十

名
の
方
が
選
考
さ
れ
ま
し
た
が
、
一

日
目
、
不
慮
の
事
故
で
一
名
の
方
が

欠
席
と
な
り
、
遠
く
は
根
室
、
新
得
、

旭
川
、
占
冠
、
登
別
な
ど
か
ら
、
二

十
九
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

【
一
日
目
】

九
時
三

十
分
か
ら

開
講
式
が

行
わ
れ
、

北
海
道
身

体
障
害
者

福
祉
協
会

泉
司
常
務
理
事
か
ら
開
講
の
挨
拶
が

あ
り
、
続
い
て
「
盲
ろ
う
者
福
祉
概

論
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
」
の

講
義
が
あ
り
、
午
後
か
ら
は
「
盲
ろ

う
者
と
し
て
」
と
題
し
て
、
二
人
の

講
師
（
当
事
者
）
か
ら
体
験
発
表
が

あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
受
講
者
全
員
が
「
盲
ろ

う
疑
似
体
験
」
を
実
施
。

こ
の
体
験
で
は
二
人
が
ペ
ア
と

な
っ
て
交
互
に
行
い
、盲
ろ
う
役
は
、

ア
イ
マ
ス
ク
を
付
け
か
つ
、
耳
栓
と

ヘ
ッ
ド
ホ
ー
ン
を
付
け
て
の
盲
ろ
う

状
態
と
な
っ
て
、
盲
ろ
う
者
の
世
界

を
体
験
し
、
さ
ら
に
盲
ろ
う
状
態
の

ま
ま
で
研
修
室
か
ら
ド
ア
を
開
け
、

廊
下
か
ら
ト
イ
レ
ま
で
を
経
験
し
て

戻
っ
て
来
る
ま
で
の
不
安
や
通
訳
・

介
助
役
に
求
め
た
い
こ
と
な
ど
体
験

し
ま
し
た
。

ま
た
、通
訳
・
介
助
役
と
な
っ
て
、

盲
ろ
う
役
へ
の
介
助
の
仕
方
や
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
な
ど
を

体
験
し
ま
し
た
。
役
割
を
交
互
に
分

担
し
な
が
ら
の
実
習
は
、
当
初
、
戸

惑
い
な
が
ら
も
、
全
員
が
貴
重
な
体

験
を
無
事
、
終
え
ま
し
た
。

【
二
日
目
】

「
は
じ
め
の
一
歩

点
字
」
で
は
、

ブ
リ
ス
タ
ー
（
点
字
機
器
）
を
机
に

一
台
（
二
人
に
一
台
）
合
計
十
五
台

セ
ッ
ト
し
点
字
の
打
ち
込
み
の
講

義
、
実
習
と
し
て
機
器
の
打
ち
込
み

を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
打
ち
込
ん

だ
テ
ー
プ
が
正
確
か
点
字
結
果
が
チ

エ
ッ
ク
さ
れ
ま
し
た
。
初
め
て
操
作

す
る
方
が
殆
ん
ど
で
皆
さ
ん
苦
労
し

て
お
り
ま
し
た
。

続
い
て
、（
盲
ろ
う
者
と〔
音
声
〕

〔
筆
記
〕）
の
各
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
に
つ
い
て
講
義
が
行
わ
れ
た

後
、
昼
休
み
時
間
は
、
受
講
者
全
員

が
ア
イ
マ
ス
ク
を
付
け
た
全
盲
状
態

で
「
食
事
実
習
」
が
行
わ
れ
、
い
か

に
食
事
を
全
盲
で
取
る
事
の
難
し
さ

を
体
験
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
午
後
か
ら
、「
盲
ろ
う

者
と
手
話
」
の
講
義
の
後
、「
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
実
習
」で
は
、（
蝕

手
話
）（
弱
視
手
話
）（
音
声
）（
筆

記
）
の
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
分
け
を
し

て
、
盲
ろ
う
者
の
見
え
方
、
聞
こ
え

方
な
ど
に
対
応
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
仕
方
を
実
習
し
ま
し
た
。

【
三
日
目
・
最
終
日
】

「
盲
ろ
う
者
の
移
動
・
介
助
」
の

実
技
で
は
、
一
日
目
で
使
用
の
盲
ろ

う
疑
似
体
験
セ
ッ
ト
を
使
用
し
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
、
階
段
の
昇
降
や
ト
イ
レ

等
の
体
験
を
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、「
通
訳
・
介
助
活
動
に

つ
い
て
」
講
義
を
受
け
、
午
後
か
ら

は
、
十
日
か
ら
午
前
ま
で
学
ん
だ
通

訳
・
介
助
の
総
括
の
学
習
と
し
て
、

「
通
訳
・
介
助
の
実
習
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
実
習
で
は
、
二
度
目

と
な
る
盲
ろ
う
役
と
通
訳
介
助
員
役

を
二
人
ペ
ア
で
、
交
互
に
体
験
し
な

が
ら
、
九
階
ま
で
移
動
し
、
お
菓
子

を
選
び
戻
っ
て
来
て
次
は
、交
代
し
、

今
度
は
折
り
紙
を
持
っ
て
来
て
紙
箱

を
作
る
体
験
を
し
ま
し
た
。

全
員
が
、
盲
ろ
う
者
に
対
す
る
通

訳
・
介
助
技
術
等
、
最
終
確
認
の
実

習
で
し
た
。

続
い
て
、
北
海
道
保
健
福
祉
部
福

祉
局
障
が
い
者
福
祉
課
・
佐
々
木
雅

之
主
任
か
ら
「
派
遣
事
業
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
、
盲
ろ
う
者
通
訳
派

遣
事
業
に
つ
い
て
現
況
等
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
閉
講
式
で
は
、

所
定
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
修
了
し
た

二
十
九
名
に
北
海
道
身
体
障
害
者
福

祉
協
会
、
会
長

赤
坂

勝
か
ら
、

閉
講
挨
拶
の
後
、
修
了
証
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
講
師
代
表
と
し
て
、
札

幌
盲
ろ
う

者
福
祉
協

会
、
会
長

冨
樫

眞

弓
氏
か
ら

祝
辞
が
あ

り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
受
講
者
全
員
と
札
幌
盲

ろ
う
福
祉
協
会
の
講
師
を
囲
み
全
員

で
集
合
写
真
を
撮
り
、
三
日
間
の
養

成
講
座
を
無
事
終
え
ま
し
た
。

終
了
後
、
修
了
者
の
通
訳
・
介
助

員
と
し
て
の
登
録
手
続
き
が
行
わ
れ
、

修
了
者
は
、
北
海
道
身
体
障
害
者
福

祉
協
会
、
又
は
、
札
幌
市
身
体
障
害

者
福
祉
協
会
に
登
録
し
、
盲
ろ
う
者

が
病
院

や
買
い

物
等
で

外
出
す

る
時
の

通
訳
・

介
助
員

と
し
て

活
躍
す

る
こ
と

が
期
待

さ
れ
ま

す
。最

後
に
、
こ
の
講
座
開
催
に
全
面

協
力
を
頂
い
た
札
幌
盲
ろ
う
者
福
祉

協
会
（
会
長

冨
樫

眞
由
美
氏
）、

並
び
に
講
師
の
皆
様
に
紙
面
を
借
り

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
、
皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
と

ご
活
躍
を
祈
念
し
て
終
わ
り
ま
す
。

盲盲
ろろ
うう
者者
通通
訳訳
・・

介介
助助
員員
派派
遣遣
事事
業業

のの
利利
用用
登登
録録
申申
請請
にに
つつ
いい
てて

あ
な
た
の
ご
家
族
や
周
り
に
視
覚

と
聴
覚
に
重
複
し
て
障
害
の
あ
る
方

は
い
ま
せ
ん
か
。
北
海
道
身
体
障
害

者
福
祉
協
会
で
は
、
こ
の
よ
う
な
方

に
対
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
―
シ
ョ
ン
や

移
動
等
の
支
援
を
行
う
「
盲
ろ
う
者

通
訳
・
介
助
員
派
遣
事
業
」
を
無
料

で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

是
非
、
盲
ろ
う
者
の
方
や
ご
家
族

に
、
こ
の
事
業
を
紹
介
し
て
通
院
や

買
い
物
な
ど
で
利
用
さ
れ
る
よ
う
に

お
伝
え
下
さ
い
。

な
お
、
事
前
に
利
用
登
録
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
登
録
手
続
き
な

ど
は
お
問
合
せ
下
さ
い

【
問
合
せ
先
】

（
社
）北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

電

話

〇
一
一
�
二
五
一
�
一
五
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
一
一
�
二
五
一
�
〇
八
五
八

発行人
（社団）北海道身体障害者
福祉協会会長 赤 坂 勝
札幌市中央区北２条西７丁目（かでる２・７）
電 話 ０１１‐２５１‐１５５１
ＦＡＸ ０１１‐２５１‐０８５８
ホームページwww．hokusinkyo．or．jp
北海道障害者社会参加推進センター
電 話 ０１１‐２５１‐９３０２
毎 月 ２５日発行

会員購読料（年）９０円
（会費に含む）

非会員 同 ２，０００円

「
ご
協
力
を
！
」
町
内
会
の
回
覧
協
力
に
よ
る
日
身
連
収
益
事
業
は
、
あ
な
た
の
協
会
に
還
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

社 団 法 人 日 本 義 肢 協 会 会 員

グループ（弱視手話）実習の一コマ

喬

電
話
代
表（
〇
一
一
）二
四
一
�
〇
九
八
六
番

ブリスターで打込テープのチェック風景

講師と受講生他全員集合写真

釧
路
市
富
士
見
一
の
五
の
九

疑似体験実習の一コマ

全盲状態での食事実習風景

開講式、挨拶の泉 司 常務理事

代
表
取
締
役

柏

崎

カ

ネ

岩
見
沢
市
志
文
町
九
二
三
番
地
二
六

電
話（
〇
一
二
六
）�
二
二
�
六
六
四
三
番

岩

見

沢

市

三

条

西

八

丁

目

電

話（
〇
一
二
六
）二
二
�
三
七
三
九
番

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
一
二
六
）二
四
�
七
六
一
八
番

閉講式、祝辞の冨樫 眞弓 会長

美
唄
市
東
七
条
北
四
丁
目
七
番
九
号

電
話（
〇
一
二
六
）六
二
�
〇
九
三
一
番

（平成２４年２月２５日）北 海 道 身 体 障 害 者 新 聞昭和３０年３月２４日�
�

�
�第三種郵便物認可（第６９５号）（１）
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普通奨学金（月額）

１０，０００円、１５，０００円、２０，０００円
からの選択制

１０，０００円、１５，０００円、２０，０００円、
２５，０００円、３０，０００円
からの選択制

１０，０００円、１５，０００円、２０，０００円、
２５，０００円、３０，０００円、３５，０００円、
４０，０００円からの選択制

入学奨学金

無

１００，０００円

１５０，０００円
２５０，０００円
２５０，０００円

対 象 学 生

中学生
中等教育学校生（前期課程）

公立高等学校生
中等教育学校生（後期課程）
高等専門学校生

専修学校生
私立高等学生
専修学校生
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�
�
�
�
�

交
通
遺
児
奨
学
生
の
募
集
に
つ
い
て

公
益
法
人
北
海
道
交
通
安
全
推
進

委
員
会
で
は
、
交
通
事
故
に
よ
り
保

護
者
を
失
う
な
ど
の
経
済
的
な
理
由

に
よ
り
修
学
が
困
難
な
生
徒
や
学
生

に
奨
学
金
の
貸
付
を
し
て
お
り
ま

す
。
多
く
の
の
道
民
の
寄
付
等
に
支

え
ら
れ
、
昭
和
五
十
一
か
ら
現
在
ま

で
三
七
〇
人
の
生
徒
や
学
生
に
活
用

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
制
度
は
自
動
車
事
故
に
よ
り

保
護
者
を
亡
く
し
た
り
、
重
度
の
後

遺
障
害
が
残
っ
た
保
護
者
を
も
つ
道

内
に
在
学
す
る
中
学
生
、
高
校
生
、

及
び
、
専
修
学
校
生
等
を
対
象
と
し

た
無
利
子
の
貸
付
制
度
で
す

【
問
合
せ
先
】

公
益
社
団
法
人

交
通
安
全
推
進
委
員
会

〒
〇
六
〇
�
〇
〇
〇
五

札
幌
市
中
央
区
北
五
条

西
六
丁
目
一
�
二
十
三

第
二
導
通
ビ
ル
六
階

電
話〇

一
一
�
二
二
一
�
六
六
六
六

今年で２３回目の開催となる本大会につきましては、来る６月１６日
（土）、１７日（日）の両日、札幌市において開催いたします。
全国から参加する車いすランナーが、新緑の風薫る爽やかな札幌

の街並みを走り抜け、道市民と感動を共にする意義ある大会にした
いと考えております。
真駒内セキスイハイムスタジアムをスタート地点とし、６月１７日

（日）９時３０分にハーフマラソンに参加する車いすランナーが一斉に
スタートいたします。
また、真駒内公園内コースでは、ショートレース競技も実施いた

します。
つきましては、ハーフマラソン競技中は、札幌市内において交通

規制が実施されますので、皆様のご協力とご理解をよろしくお願い
申し上げます。
なお、本大会への参加希望または問合せにつきましては、下記、

大会事務局までご連絡いただきますようお願いいたします。

記
主 催：（財）北海道障害者スポーツ振興協会
期 日：平成２４年６月１６日（土）受付、健康診査、開会式

〃 ６月１７日（日）真駒内セキスイハイムスタジアムスタート
種 目：ハーフマラソン（２１．０９７５km）

ショートレース（３km、５km、ファミリーラン）
参加資格：下記条件

１）身体障害者手帳の交付を受けている車いす常用者及
びそれに準ずる者

２）健康審査及び説明会に出席したもの
３）平成２４年４月１日現在、１５才以上の者（高校生以上）
４）ショートレースについては、１５才以下の参加も可

【問合せ先】大会事務局
〒０６０－０００２札幌市中央区北２条西７丁目かでる２・７ ４Ｆ
財団法人 北海道障害者スポーツ振興協会内

２０１２はまなす全国車いすハーフマラソン大会事務局
TEL：０１１－２６１－６９７０ FAX：２６１－６２０１
URL http：／／www．do�syospo．or．jp／

１．奨学金の種類と金額（無利子貸付）

２．貸付期間
貸付が決定した月から中学・中等教育学校・高校・専修学校の高等課程・高
専・専修学校の専門課程卒業の月まで貸付ます。

３．送金方法
年４回（４・６・９・１２）、ご指定の銀行口座へ３ケ月分まとめて送金します。
入学奨学金を希望の方には、４月に普通奨学金と一緒に送金します。

４．返還開始・期間
貸付期間終了の１年後から返還開始です。
但し、大学・短期大学・各種専門学校に進学した時は、その卒業後１年まで猶
予します。

５．返還方法
当委員会指定の口座へ振込み、又は自動引落し。
貸付を受けた奨学正の額の区分により、１０年から２０年の均等月賦などの方法で
返還出来ます。

お
詫
び
と
訂
正

一
月
二
十
五
号
掲
載
の
厚
生
労
働

大
臣
表
彰
の
斉
藤
良
弘
さ
ん
の
生
年

の
年
号
に
間
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
と
訂
正
い
た
し
ま
す

（
誤
）
大
正
十
年
八
月
生
ま
れ

（
正
）
昭
和
十
年
八
月
生
ま
れ

大
変
失
礼
い
た
し
ま
し
た
。
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一
、
判
読
が
難
し
い
漢
字
に
は
必
ず

ル
ビ
を
付
し
て
下
さ
い
。

一
、
作
品
に
は
、短
歌
、俳
句
、川
柳
の

区
分
も
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
、
投
稿
は
出
来
る
だ
け
新
聞
発
行

月
の
前
月
末
ま
で
に
お
願
い
し
ま

す
。
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先
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〒
〇
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〇
―

〇
〇
〇
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札
幌
市
中
央
区
北
二
条
西
七
丁
目

道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
四
階

北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

電

話

〇
一
一
―
二
五
一
―
一
五
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
一
一
―
二
五
一
―
〇
八
五
八

■
困
り
ご
と
、
悩
み
ご
と
は

「
障
が
い
者
一
一
〇
番
」へ
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話
〇
一
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―
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五
二
―
一
二
三
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
一
一
―
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五
二
―
一
二
三
五
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フ
ト
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貸
切
バ
ス

ハ
ー
ト
ケ
ア
福
祉
タ
ク
シ
ー
（
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
対
応
）

株
式
会
社

ラ
イ
フ
パ
ス

札
幌
市
北
区
篠
路
一
条
八
丁
目
六
番
三
〇
号

篠
路
自
動
車
学
校
内

電

話
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〇
一
一
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七
七
二
�
四
七
一
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
一
一
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七
七
一
�
一
四
〇
九

有
限
会
社

岩

見

沢

義

肢

岩
見
沢
市
緑
が
丘
二
丁
目
八
六
番
地
八

電
話
代
表（
〇
一
二
六
）二
二
�
一
五
五
〇
番

22001122ははままななすす全全国国車車いいすすハハーーフフママララソソンン大大会会のの開開催催ににつついいてて

ニ
ッ
シ
ン
自
動
車
工
業

北
海
道

（２）（第６９５号）北 海 道 身 体 障 害 者 新 聞昭和３０年３月２４日�
�

�
�第三種郵便物認可（平成２４年２月２５日）


